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鹿屋体育大学には��のサークルが存在し, 平成��年度５月現在では在学生の��％が何らかのサー
クルに所属をしている (平成��年度鹿屋体育大学
学生サービス課調べ)｡ 本学の各サークルは全国

的 (一部国際的) にもレベルの高い競技成績を残

しているが, それは選手一人ひとりや指導者の成

果である｡

しかし, トレーニングをより効果的にするため

には, その基礎と言える食事・睡眠・身体のケア

などについての考慮も必要である事から, 選手一

人ひとりがコンディショニング管理能力を身につ

けておく事が重要となる｡����年���は, ｢良好な栄養は, けがや疾病の
危険性を少なくしながら, 激しいトレーニングや

速やかな回復, そしてトレーニングへのより効果

的な適応に役立つ｣ とスポーツ栄養に関する合同

声明を発表した (岡村����)｡ また最近では栄養・
食事の重要性が認識され, 国立スポーツ科学セン

ターを始め, 地域のスポーツ科学センター, さら

には一部の体育系大学のサポート組織の中にも

｢栄養｣ の分野が導入され始め, トップアスリー

トの食事サポート環境は着実に進歩してきている｡

ところで����年に本学で行われた学生生活実態調
査によると, ｢朝食を毎日食べている｣ と答えた

学生は����％であった｡ 本学は, 選手自身の競

技力向上の他, 将来の指導者を育成する場でもあ

る｡ そのため, 大学での食事に対する知識の獲得

は教育の面からも重要であり, アスリートの食事

(栄養) 面からのコンディショニングに対する認

識を幅広い層に広げる第一歩であると考える｡
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そこで学生の食生活に関する質問紙調査を行い,

競技力向上を食事の面からサポートするための対

策を考える事とした｡��� �
１. 研究対象

鹿屋体育大学の��サークルに所属する学生を対
象とした｡

２. 調査の概要����年７月中旬に食生活に関する質問紙調査を
行った｡ 質問紙は, 各サークルに所属するトレー

ナーやサークル代表者を通じ, 配布した｡ 配布数

は各サークルに最大��部, (部員がそれ以下の場
合は部員数を配布) 計���名に配布した｡ 回答が
あったものは���名であり回収率は��％であった｡
なお, 本学学生サービス課の調査では, 平成��年
度５月現在在学生���名のうち, サークル所属者
は男性���名, 女性���名, 合計���名である｡
調査内容は, �) 個人的属性, �) 朝食摂取状況,�) 食行動状況, �) 栄養状況改善策, �) 練習後
の食事状況, �) 学生食堂, 売店に対する要望で
ある (表１)｡

３. 分析方法

全項目に対して単純集計, 記述統計を行い, 性

別, 学年別, 生活環境別に質問項目とのクロス集

計を行った｡��� �
１. 対象者

性別では男性が全体の��％を占め, 学年別では
１年生, ３年生が共に全体の約��％を占めており,
最も多かった｡ 生活環境別にみるとアパート, 学

生宿舎に住む学生が��％であり, それ以外は自宅
及び下宿で全体の２％であった｡ そのため今回の

結果は自宅及び下宿生活者は省いた (表２)｡
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２. 朝食摂取状況

｢朝食は毎日食べていますか｣ という質問に対

する回答を性別, 学年別, 生活環境別, サークル

別に示した｡

男女とも��％以上の者が毎日朝食を食べていた
(表３)｡ また学年別に見ると１年生が約��％と最
も多く, ４年生が��％と最も少なかった (表４)｡
生活環境別に見ると学生宿舎で生活する��％以上
の学生が毎日朝食を食べていると答えていた (表

５)｡

サークル別にみると, 各サークルの回答者全員

が朝食を食べていたのは��サークルのうち�サー
クルであった (図１)｡ 特に朝練習が定期的に行

われているサークルでは朝食摂取率が高い傾向に

あった｡ また, 朝食の摂取率が��％に満たなかっ
たサークルは３サークルであった｡

３. 食事行動

日頃の食事行動に関する質問項目に対し週単位

の回数で答えてもらい, その平均値を示した｡

コンビニエンスストアの利用回数は男女とも変

わらないものの, 外食, 朝の学食利用回数は男性

の方が多かった｡ 自炊回数においては女性の方が

多かった (表６)｡ 学年別に見ると, 朝夕の学食

利用回数は学年が上がるごとに下がっており, 一

方昼の学食利用は３年生が最も多かった｡ また,

外食回数は４年生が多く, 自炊回数は１年生が多

かった (表７)｡

生活環境別では学食利用回数及び外食回数は学

生宿舎学生に多く, 自炊回数及びコンビニエンス

ストア利用回数はアパート学生に多かった (表８)｡
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４. 栄養改善に対する自己認識

栄養改善に対する自己認識を男女別にみると,

現在の食生活状況を ｢問題ない｣ と答えている学

生は, 男性��％, 女性���％であった｡ また, ｢学
食が良くなれば, 自身の食生活状況は改善される｣

と答えた学生は男性����％女性���％であった｡
さらに ｢食事や食品の選び方が分かれば食生活状

況は改善される｣ と答えた学生は, 男性����％,
女性����％であった (表９)｡
次に学年別では, ｢問題ない｣ と答えた学生は

４年生が����％と最も多く, 次いで１年生が����
％であった｡ また１年生の半数近くが ｢知識があ

れば｣ と答えており, ４年生の半数は ｢お金があ

れば｣ と答えている (表��)｡ さらに, 生活環境
別にみると ｢料理が出来れば｣ と答える学生はア

パート生活者����％, 学生宿舎生活者����％であ
り, ｢選び方が分かれば｣ と答えた学生はアパー

ト生活者����％, 学生宿舎生活者����％であった
(表��)｡
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５. 練習後の食行動

練習終了後, 特に時間が遅くなった場合の食行

動状況について質問を行った｡

男女別に見ると, ｢何か作って食べる｣ ｢外食で

済ませる｣ と答えた学生は男性が多く, ｢コンビ

ニで購入する｣ と答えた学生は女性が多かった

(表��)｡ 学年別に見ると, ｢何か作って食べる｣
と答えた学生は１年生が最も多く, ����％であっ
た｡ また, ｢外食で済ませる｣ と答えた学生は２

年生以上の学年で��％を上回っていた (表��)｡
生活環境別に見ると ｢何か作って食べる｣ と答

えた学生はアパート生活者����％, 学生宿舎生活
者����％であった｡ また, ｢コンビニで購入する｣
と答えた学生はアパート生活者����％, 学生宿舎
生活者����％であった (表��)｡

６. 学生食堂への要望

学食への要望は, 値段の改善 (��％) と献立の
改善 (��％) が多かった (表��)｡ 自由記述の意
見には ｢メニュー数を増やして欲しい｣ ｢揚げ物

が多い｣などの意見が多く見られた(表��,��,��)｡ ������������
食行動状況に関する調査結果では, 外食やコン

ビニの利用が多く, 特に練習が遅くなった場合
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｢外食で済ませる｣ と答えた学生は男女とも半数

近くを占めていた｡ また, 女性では外食に次いで

コンビニの利用が多かった｡ 練習終了時間が遅く

なった場合, 学食は利用できない｡ そのため学生

は自炊, 外食, コンビニでの購入で食事を摂る事

になるが, 練習後疲れている状態での調理は難し

く, 時間もかかる事から手早く食事を摂る為に外

食または出来合いの食品を購入する手段を選ぶも

のと考えられる｡

栄養改善の自己の認識に関して ｢問題ない｣ と

答えた学生は, １年生と４年生に多かった｡ １年

生に関しては調査時期がスポーツ栄養学の講義以

前であったため, ｢栄養｣ に関する知識や認識が

不足している事が考えられる｡

また, ｢料理が出来れば｣ ｢知識があれば｣ と答

える学生が多かった｡ 知識に関しては, 講義であ

る程度獲得できるが, 種目, 練習時間等個人で条

件が異なるため, 実行するためにはより深い情報

が必要である｡ さらに ｢料理が出来れば｣ と思っ

ている割合は学年が高いほど高く, 同時に ｢お金

があれば｣ と答えている割合も高かった｡ 外食で

必要量を食べることは手軽ではあるが, 経済的負

担も大きくなる｡ 料理が出来ればその負担を減ら

す事が可能であるため, このような結果になった

のではないだろうか｡

学食に対する要望では, 値段の改善, 献立の改

善を望む声が多かった｡ 献立に関しては, ｢揚げ

物が多い｣ と言う意見もあった｡ 本学には様々な

競技が存在し, 個人の目的も異なる｡ そのため調

理方法の異なる献立の充実が望まれる｡

また食堂は ｢食事｣ という媒体を用いて教育で

きる絶好の場でもある｡ そのため, 選びやすいよ

うに食品成分の表示や食事選択方法の掲示など食

堂内のレイアウトを整える必要がある｡ その事で

講義や講習内容の反映, さらには食事に対する興

味関心も広がり, 本学学生の ｢食事｣ に対する意

識の向上に役立つのではないだろうか｡

さらに売店も間食として利用できるおにぎり,

サンドウィッチ, 惣菜パン, 肉饅, ヨーグルトな

ど間食でも栄養素が補給できる食品の充実が望ま

れる｡ 現在もおにぎりやパンは置いてはあるが夕

方には殆どなくなっている｡ 練習前後の間食を購

入する為には��時以降も品がある事が重要ではな
いだろうか｡������������
今回の結果から, 情報提供, 栄養教育, 食環境

整備の重要性が抽出された｡ 今後の具体的改善策

として以下の提案をまとめた｡

１) 情報提供

外食・コンビニエンスストア利用ガイドブックの

作成

外食やコンビニエンスストアの利用が多くさら

に食事時間も遅いため, 食事の選択が重要である｡

そのため, 目的に合わせて活用できるように学生

向けのガイドブックの作成をし, 学生の置かれて

いる状況の中でより良い食事選択が出来る環境を

整える事が必要であると考えた｡

２) 栄養教育

(�) スポーツ栄養学講義の段階的なカリキュラ

ム作成

今回の調査から学年別に問題としている内容が

異なる事が分かった｡ そのため, ｢スポーツ栄養｣

の講義を継続して受講するカリキュラムとし, １

年生から ｢基礎｣ ｢応用｣ ｢発展｣ と段階を追い,

実行できるような講義の開講が望まれる｡ その場

合競技力向上を踏まえ, 食事・睡眠・心身のケア

など総合的にコンディショニング管理のノウハウ

を取得できるような講義であると, 学生にとって

有益なものになるのではないだろうか｡

(�) サークル単位での講習会の実施 (調理実習

を含む)

基本的なスポーツ栄養に対する内容は講義で習

得する事が出来るが, より実践に近づける為には

種目の競技特性に合わせて具体的な内容に発展さ
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せる必要がある｡ そのため, サークル毎に講習会

を実施し, サークルの目的達成や選手毎の問題解

決手段を提供する｡

知識の面に関しては講義等で補えるが ｢調理｣

に関しては難しい｡ 特に１年生の場合, 大学まで

全く調理経験がなく, お米の炊き方から分からな

いという学生も存在する｡ そのため出来るだけ手

間をかけずに出来るメニューの提示や調理実習の

実施を提案する｡ 昨年試験的に公民館にて冷凍食

品や調理済み食品を利用したアスリート向けメニュー

の実習を行った｡ 参加者からは, ｢料理がこんな

にすぐ出来るならやってみようと思った｣ や ｢他

にも色々な献立を知りたい｣ などの意見が多くみ

られた｡

３) 食環境整備

学食のメニューの充実及び価格の適正化

体育大学には様々な競技種目が存在し, 選手の目

的はそれぞれである｡ そのため, 学生食堂には調

理方法の異なる献立を増やし, 選手自身が目的に

合わせ選択できる配慮が必要である｡ しかし献立

を改善されても利用されなければ意味がない｡ 鹿

屋市内にはある程度安価で量も多い飲食店が多く,

そのため学食を利用してもらうためには ｢価格｣

も重要になってくる｡ ｢安い｣ ｢美味しい｣ ｢ため

になる｣ の３拍子で学食が展開されると利用者も

増すのではないだろうか｡������
今回のアンケート調査以降, 朝食のバイキング

方式への変更, 学食の夕食時間や売店の営業時間

の延長等少しずつ環境は変化してきている｡ 朝食

の例で言うと, 学生宿舎学生の朝食義務化及びバ

イキング方式に変更になり平成��年の報告 (｢朝

食を毎日食べる｣：����％) よりも朝食摂取状況
はかなり向上し, １つの成果であると言える｡ し

かし, 平成��年度の国民栄養調査では��代男女の
朝食摂取率は約��％であり, それと比較すると今

回の結果はこれを下回っている事から, 今後は環

境整備と共に食事教育を行う必要があると考える｡

食事は競技力向上の為のほんの一部であり, 食

事を変えただけで強くなるかと言えば決してそう

ではない｡ しかし, 選手が今の状態よりさらに強

くなるためにトレーニング以外の手段に興味を示

したとき, それを実行できる環境があることが大

切である｡ 自分では思うように準備が出来ない

｢食事｣ なだけに, 学生を取り巻く食環境の充実

が望まれる｡

参考文献

１. 岡村浩嗣 ������ 国際オリンピック委員会による
スポーツ栄養会議 (������������������������������������������) について�栄養学雑誌��(�)：��������

２. 鹿屋体育大学 ������ 学生生活実態調査報告書
３. 長澤伸江, 岩田香他 ������ 大学女性スポーツ選

手の食生活実態とその問題点�栄養学雑誌��(�)：��������

長島, 萩：競技力向上のための食事サポートシステムに関する研究

－��－



鹿屋体育大学学術研究紀要 第��号, ����

－��－


